
令 和 7 年 9 月 2 9 日 

環境部廃棄物・リサイクル課 

青 森 市 清 掃 工 場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目的 

   令和 2 年 5 月 25 日に発生した火災で損傷し、休止していた破砕選別処理施設の運転再開に

あたり、万が一の火災発生時に被害を最小化できるよう、清掃工場と青森消防本部との連携強

化を図るため、火災消火訓練を実施するものである。 

２ 実施日時 

  令和７年 10 月１日（水）13：30～14：10 

３ 訓練想定  

破砕選別処理施設の破砕物コンベヤから火災が発生、延焼拡大し、施設内において負傷者が

３名発生し、逃げ遅れたとの想定のもと実施。 

４ 避難場所  

清掃工場南側車両通路（屋外） 

５ 訓練参加車両 

   中央消防署６台（指揮隊車１台、救急車１台、救助工作車１台、タンク車２台、梯子車１台） 

   東消防署 １台（梯子車） 

６ 訓練の流れ 

13：30 火災発生 ⇒ 自動火災報知設備を鳴動  

訓練開始 

〇 通報訓練・非常放送 

〇 避難訓練                     

   13：40 避難完了、消防隊到着 

〇 引継伝達訓練 

防火管理者が到着した消防隊へ火災の状況、避難状況等の情報伝達を行う。 

〇 連結散水設備接続訓練 

   消防用水から消防車ホースを延長し、連結散水設備接続口に接続する。 

    〇 救出訓練 

担架を使用して負傷者を屋外へ救出する。 

    〇 救急車搬送訓練 

救出した負傷者を救助隊が救急車内に収容し搬送する。 

    〇 放水訓練 

搬送完了後、当工場破砕選別処理施設建屋に向けて放水し消火活動を行う。 

14：00 訓練終了 

 

７ 訓練講評 

   14：00 講評 市長 

 

８ 撤収 

青森市清掃工場における火災消火訓練実施概要 

青森市清掃工場外観 
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【凡例】

消防車両一覧

・中指１ ：中央消防署指揮隊車1台

・中救 ：中央消防署救助車

・新十 ：新城分署救急車

・中タ ：中央消防署タンク車

・沖梯子 ：沖館分署梯子車

・新タ ：新城分署タンク車

・東梯子 ：東消防署梯子車

計7台

訓練

終了後

整列位置

訓練の流れ

13：30 火災発生⇒自動火災報知設備鳴動

消防訓練開始

〇 通報訓練・非常放送

〇 避難訓練

13：40 避難完了、消防隊到着

〇 消防指揮本部への引継伝達訓練

〇 連結散水設備接続訓練

〇 救出訓練（屋外へ負傷者を救出）

〇 救出した負傷者を救急車内に収容し搬送

〇 搬送完了後、一斉放水訓練

14：00 訓練終了

〇 講評

14：10 撤収

青森市清掃工場
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⻘森市清掃⼯場⽕災消⽕訓練箇所 外観(イメージ)

青森市清掃工場南側

�消防はしご車による

放水訓練

救助隊による
負傷者救出訓練 �

消防車両一覧
・中指１ ：中央消防署指揮隊車
・中救 ：中央消防署救助車
・新十 ：新城分署救急車
・中タ ：中央消防署タンク車
・沖梯子 ：沖館分署梯子車
・新タ ：新城分署タンク車
・東梯子 ：東消防署梯子車

計7台

�連結散水設備接続訓練

（消防用水からホース延長訓練）
※目的：発火したごみ処理設備
（№1破砕物コンベア）内部に
直接放水できるものであり、延
焼を防ぐ大変重要な訓練である。

【拡大】


